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子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の 

概
要

⑴　

子
の
看
護
休
暇
と
は

　

子
の
看
護
休
暇
と
は
、
小
学
校
就
学

の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
が
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
１
年
度
に
５
日
（
当
該
子

が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）
を
限
度

と
し
て
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
子
の
世

話
や
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要

な
世
話
を
す
る
た
め
に
取
得
で
き
る
休

暇
制
度
を
言
い
ま
す
。

　
「
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要

な
世
話
」
と
は
、
子
に
予
防
接
種
ま
た

は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
言

い
、
予
防
接
種
に
は
予
防
接
種
法
に
定

め
る
定
期
の
予
防
接
種
以
外
の
も
の

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
）

も
含
ま
れ
ま
す
。
疾
病
の
種
類
や
程
度

に
つ
い
て
は
特
段
の
制
限
は
な
く
、
風

邪
に
よ
る
発
熱
な
ど
短
期
間
で
治
癒
す

る
傷
病
で
も
労
働
者
が
必
要
と
考
え
る

場
合
は
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵　

介
護
休
暇
と
は

　

介
護
休
暇
と
は
、
要
介
護
状
態
に
あ

る
対
象
家
族
の
介
護
や
世
話
を
す
る
労

働
者
が
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に

来
年
１
月
１
日
か
ら
、
育
児
や
介
護
を
行
な
う

労
働
者
が
、
子
の
看
護
休
暇
と
介
護
休
暇
を
時

間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
本

稿
で
は
、
改
正
内
容
お
よ
び
実
務
的
な
留
意
点

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

グ
レ
ー
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
社
労
士
事
務
所

社
会
保
険
労
務
士

佐　
佐　
木　
由　
美　
子

育
児
・
介
護
休
業
法
が 

改
正
さ
れ
た
背
景

　

総
務
省
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
に

よ
る
と
、
２
０
１
７
年
に
介
護
・
看
護

を
理
由
に
離
職
し
た
人
は
９
万
９
０
０

０
人
に
の
ぼ
り
、
介
護
離
職
を
防
ぐ
こ

と
は
労
務
管
理
上
の
課
題
の
１
つ
と
い

え
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
の
な
か
で
、

今
後
さ
ら
に
働
き
な
が
ら
介
護
に
関
わ

る
労
働
者
は
増
え
続
け
る
で
し
ょ
う
。

介
護
専
門
職
等
と
相
談
を
し
な
が
ら
仕

事
と
介
護
を
両
立
し
て
い
く
に
は
柔
軟

に
休
み
を
取
得
で
き
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
必
要
な
と
き
に
「
時
間
単
位
」

で
休
暇
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
制
度
を

見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
施
行

規
則
等
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
な
ど
誰
も
想
像
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
導
入
さ

れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
働
き
方
も
変
化

し
て
お
り
、
子
の
看
護
や
家
族
の
介
護

の
た
め
に
、
柔
軟
に
休
暇
制
度
を
活
用

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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よ
り
、
１
年
度
に
５
日
（
当
該
対
象
家

族
が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）
を
限

度
と
し
て
、
必
要
な
介
護
の
た
め
に
取

得
で
き
る
休
暇
制
度
で
す
。

　

要
介
護
状
態
と
は
、「
負
傷
、
疾
病

又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害

に
よ
り
、
２
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た

り
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
」
を

言
い
ま
す
。
対
象
家
族
の
範
囲
は
、
配

偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い

が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
者
を
含
む
）、
父
母
お
よ
び
子

（
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
孫
を
含

む
）、
配
偶
者
の
父
母
と
な
り
ま
す
。

改
正
の 

ポ
イ
ン
ト

⑴　

時
間
単
位
で
取
得
で
き
る

　

現
行
で
は
、
子
の
看
護
休
暇
・
介
護

休
暇
の
い
ず
れ
も
、「
１
日
単
位
又
は

半
日
単
位
」
が
休
暇
の
取
得
単
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
改
正
後
は
、

「
１
日
単
位
又
は
時
間
単
位
」
に
な
り

ま
す
。
法
令
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」（
就
業
時

間
の
途
中
に
時
間
単
位
の
休
暇
を
取
得

し
、
再
び
仕
事
に
戻
る
こ
と
）
な
し
の

時
間
単
位
休
暇
で
、
始
業
時
刻
ま
た
は

終
業
時
刻
か
ら
連
続
し
た
時
間
で
す
。

法
を
上
回
る
「
中
抜
け
」
あ
り
の
制
度

へ
の
配
慮
も
ぜ
ひ
検
討
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
「
時
間
」
と
は
、
１
時
間
の
整
数
倍

の
時
間
を
言
い
、
労
働
者
か
ら
の
申
出

に
応
じ
、
労
働
者
の
希
望
す
る
時
間
数

で
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
労
働
者
が
１
時
間
の
介

護
休
暇
の
取
得
を
申
し
出
て
、
実
際
に

は
１
時
間
に
満
た
な
い
時
間
数
を
休
ん

だ
と
し
て
も
、
１
時
間
の
介
護
休
暇
を

取
得
し
た
こ
と
と
し
て
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
時
間
単
位
で
の
看
護
・
介
護

休
暇
の
取
得
が
可
能
な
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
半
日
単
位
で
の
取
得
を
可
能
と

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵　

原
則
全
員
が
対
象

　

現
行
で
は
、
１
日
の
所
定
労
働
時
間

が
４
時
間
以
下
の
労
働
者
、
お
よ
び
労

使
協
定
に
よ
り
半
日
単
位
で
の
取
得
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る

労
働
者
は
、
１
日
単
位
で
の
取
得
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

改
正
後
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
時

間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、「
業
務
の
性
質
や
実
施

体
制
に
照
ら
し
、
１
日
未
満
の
単
位
で

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
」
と

し
て
労
使
協
定
を
締
結
し
た
場
合
は
、

時
間
単
位
の
休
暇
取
得
の
申
出
を
拒
む

こ
と
は
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
半
日
単
位

で
の
休
暇
取
得
を
認
め
る
よ
う
な
配
慮

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
労
使
協
定

に
よ
っ
て
、「
勤
続
６
か
月
未
満
の
労

働
者
」「
週
の
所
定
労
働
日
数
が
２
日

以
下
の
労
働
者
」
を
子
の
看
護
休
暇
お

よ
び
介
護
休
暇
の
対
象
外
に
す
る
こ
と

は
現
行
に
お
い
て
も
可
能
で
す
が
、
改

正
後
も
こ
の
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

実
務
上
の 

留
意
点

　

半
日
単
位
か
ら
時
間
単
位
へ
の
取
得

と
な
る
と
、
運
用
面
で
疑
問
が
生
じ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
わ
か
り

に
く
い
点
に
つ
い
て
実
務
上
の
留
意
点

を
取
り
上
げ
て
解
説
し
ま
す
。

⑴　

所
定
労
働
時
間
に
１
時
間
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合

　

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
時
間

単
位
化
に
つ
い
て
、
所
定
労
働
時
間
に

１
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
の
取

扱
い
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
１
日
の
所
定
労
働
時
間

が
７
時
間
45
分
の
場
合
、
端
数
を
時
間

単
位
に
切
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
45
分
を
切
り
上
げ
て
８
時
間
分
の

休
暇
で
１
日
分
と
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
所
定
労
働
時
間
が
７
時
30
分

の
ケ
ー
ス
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
年

５
日
の
介
護
休
暇
が
取
得
可
能
な
労
働

図表１　所定労働時間に１時間未満の端数がある例
１日の所定労働時間が７時間30分で年５日の介護休暇が取得可能な場合。

　※介護休暇１日分（８時間）一実際に取得した時間（６時間）＝残り時間（２時間）

②６時間休む場合

「１日」の介護休暇
を取得。
残り４日の取得可能

「６時間」の介護休暇
を取得。残り４日と
２時間※の取得可能

①１日単位で休む場合

１時間30分勤務

所定労働時間が７時間30分

１日（＝７時間30分）休む

６時間休む
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間
分
の
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
、
日
単

位
と
し
て
取
り
扱
う
と
介
護
休
暇
「
１

日
分
」
に
相
当
し
ま
す
が
、
時
間
単
位

と
し
て
取
り
扱
う
と
介
護
休
暇
「
１
日

と
１
時
間
」
に
相
当
し
、
時
間
単
位
で

取
得
す
る
と
労
働
者
に
不
利
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
場
合
の
取
扱
い
を
あ
ら

か
じ
め
統
一
的
に
定
め
る
た
め
、
時
間

単
位
で
看
護
・
介
護
休
暇
を
取
得
す
る

場
合
の
「
時
間
」
は
、
看
護
・
介
護
休

暇
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
日
の
所
定
労

働
時
間
数
未
満
の
時
間
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
休
暇
を
取
得
す
る
日
の

所
定
労
働
時
間
数
と
同
じ
時
間
数
の
看

護
・
介
護
休
暇
を
取
得
す
る
場
合
に

は
、
日
単
位
で
の
取
得
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
「
１
日
平
均
所
定
労
働
時
間

数
」
は
、
看
護
・
介
護
休
暇
１
日
の
時

間
数
の
計
算
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、

時
間
単
位
で
看
護
・
介
護
休
暇
を
取
得

す
る
場
合
は
、
休
暇
を
取
得
し
た
時
間

数
の
合
計
が
１
日
平
均
所
定
労
働
時
間

数
に
相
当
す
る
時
間
数
に
な
る
ご
と

に
、
１
日
分
の
休
暇
を
取
得
し
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
（
図
表
２
）。

具
体
的
な 

手
順
に
つ
い
て

　

会
社
と
し
て
は
、
来
年
１
月
１
日
の

者
が
い
る
場
合
、
前
㌻
図
表
１
の
よ
う

に
①
１
日
単
位
で
休
め
ば
残
り
４
日
と

な
り
ま
す
が
、
②
６
時
間
休
む
場
合
は

１
時
30
分
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
、
残

改
正
施
行
に
間
に
合
う
よ
う
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

⑴　

現
状
の
確
認

　

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
が
現
在

ど
の
よ
う
な
内
容
で
、
就
業
規
則
の
ど

の
部
分
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
す
。
会
社
に
よ
っ
て
は
、
育
児
・

介
護
休
業
規
程
に
定
め
て
い
る
場
合
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
労
使
協
定
が
あ
る
場
合
、
適

用
除
外
の
規
定
を
設
け
て
い
る
か
、
半

日
単
位
休
暇
の
時
間
数
を
定
め
て
い
る

か
な
ど
も
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

⑵　

休
暇
の
内
容
を
検
討
す
る

　

ま
ず
、
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇

を
法
定
ど
お
り
に
始
業
・
終
業
時
刻
に

連
続
し
て
取
得
す
る
制
度
に
す
る
か
、

法
定
を
上
回
る
「
中
抜
け
あ
り
」
の
制

度
に
す
る
か
検
討
し
ま
す
。

　

昨
今
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て

い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
が
、「
中

抜
け
あ
り
」
の
制
度
は
在
宅
勤
務
と
の

相
性
も
よ
く
、
従
業
員
の
ニ
ー
ズ
も
探

り
な
が
ら
柔
軟
な
運
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
有
給
と
す
る
義
務
ま

り
は
４
日
と
２
時
間
と
な
り
ま
す
。

⑵　

日
に
よ
っ
て
所
定
労
働
時
間
数
が

異
な
る
場
合　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な

ど
日
に
よ
っ
て
所
定
労

働
時
間
数
が
異
な
る
労

働
者
が
子
の
看
護
休

暇
・
介
護
休
暇
を
取
得

す
る
場
合
に
つ
い
て
、

１
日
の
時
間
数
を
ど
う

考
え
る
か
悩
ま
し
い
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
、
１
日
の

「
平
均
所
定
労
働
時
間

数
」
を
１
日
の
時
間
数

と
し
て
扱
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
該
休
暇

を
日
単
位
と
し
て
取
り

扱
う
か
、
時
間
単
位
と

し
て
取
り
扱
う
か
に
よ

り
、
労
働
者
に
有
利
に

な
る
場
合
も
あ
れ
ば
不

利
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
介
護
休

暇
１
日
の
時
間
数
（
平

均
所
定
労
働
時
間
数
）

が
７
時
間
の
労
働
者

が
、
所
定
労
働
時
間
数

が
８
時
間
の
日
に
８
時

１日の平均所定労働時間数が７時間の労働者で、年５日の介護休暇が取得可能な場合。

　※介護休暇５日ー実際に取得した時間（８時間＝１日＋１時間）＝残リ３日＋６時間
　　（１日平均所定労働時間数である７時間分の時間単位の休暇で、「１日分」となる）

「１日」の介護休暇を取得。
残り４日の取得可能

「８時間」の介護休暇を取
得。残り３日と６時間※

の取得可能

①休暇を取得する日の所定労働時間数が８時間の場合

図表２　日によって所定労働時間数が異なる例

②休暇を取得する日の所定労働時間数が10時間の場合

所定労働時間８時間

１日（＝８時間）休む

２時間勤務

８時間休む

所定労働時間10時間
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で
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
行
で
も
無
給
休
暇
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
企
業
は
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
改
定
に
あ
た
っ
て
取
扱
い
を

変
更
す
る
か
ど
う
か
、
検
討
し
て
み
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
年
５
日
の
う
ち
２

日
分
の
み
有
給
に
す
る
、と
い
っ
た
取

扱
い
も
可
能
で
す
。

　

会
社
の
所
定
労
働
時
間
に
よ
っ
て
は

１
時
間
未
満
の
端
数
が
出
る
場
合
も
あ

り
、
そ
の
と
き
は
端
数
を
切
り
上
げ
て

１
日
分
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
雇
用
形
態
の
従
業
員
が
い
る
場

合
は
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑶　

労
使
協
定
を
検
討
す
る

　

現
行
、
労
使
協
定
で
入
社
６
か
月
未

満
の
労
働
者
と
、
１
週
間
の
所
定
労
働

日
数
が
２
日
以
下
の
労
働
者
を
対
象
外

と
し
て
い
る
場
合
、
引
き
続
き
対
象
外

と
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
単
位
で
の
取
得
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働

者
の
有
無
を
確
認
し
、
そ
う
し
た
労
働

者
に
つ
い
て
申
出
を
拒
む
場
合
は
、
労

使
協
定
の
締
結
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
行
に
お
い
て
、
労
使
協
定
に
所
定

労
働
時
間
の
２
分
の
１
以
外
の
時
間
数

を
半
日
と
定
め
て
い
る
場
合
、
改
定
後

の
規
定
に
従
い
半
日
か
ら
時
間
単
位
に

切
り
替
え
る
際
は
、
そ
の
部
分
を
忘
れ

ず
に
削
除
し
ま
し
ょ
う
。

⑷　

就
業
規
則
等
の
改
定

　

⑵
で
検
討
し
た
子
の
看
護
休
暇
・
介

護
休
暇
の
内
容
に
つ
い
て
、
該
当
す
る

就
業
規
則
ま
た
は
規
程
の
条
文
を
変
更

し
ま
す
。
所
定
労
働
時
間
に
１
時
間
未

満
の
端
数
が
な
く
、
中
抜
け
な
し
の
場

合
は
、
図
表
３
の
よ
う
な
改
定
例
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
定
労
働
時
間
に
１
時
間
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、
図
表
４
の

よ
う
に
改
定
し
ま
す
。

⑸　

従
業
員
へ
の
周
知
お
よ
び
届
出

　

変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
へ

の
周
知
を
必
ず
行
な
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
改
正
の
背
景
や
自

社
の
育
児
・
介
護
に
対
す
る
両
立
支
援

体
制
な
ど
を
紹
介
す
る
と
よ
り
効
果
的

で
す
。
就
業
規
則
の
改
定
に
つ
い
て
常

時
労
働
者
数
が
10
人
以
上
の
場
合
は
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
（
育
児
・
介
護
休
業
等

に
関
す
る
労
使
協
定
に
つ
い
て
は
、
届

出
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

従
業
員
代
表
等
の
意
見
を
聴
い
て
、

意
見
書
の
準
備
と
就
業
規
則
変
更
届
も

あ
わ
せ
て
速
や
か
に
行
な
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇

　

仕
事
を
し
な
が
ら
家
族
の
介
護
に
関

わ
る
こ
と
や
、
病
気
の
子
の
世
話
を
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
側
面
も
働
き
方
改
革
の
一

面
と
捉
え
て
、
仕
事
を
続
け
や
す
い
雇

用
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

●▲

さ
さ
き
　
ゆ
み
こ　

外
資
系
企
業
、
社
労
士
事
務
所
等
を
経
て
、
２
０
０
５
年
、
社
労
士
事
務
所
を
設
立
。
就
業
規
則
、
人

事
労
務
、
社
会
保
険
面
か
ら
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、
女
性
の
雇
用
環
境
改
善
に
力
を
注
ぐ
。

図表３　就業規則の規定例１

図表４　就業規則の規定列２

第〇条（子の看護休暇）
１　小学校就学の始期に達するまでの子を養育する従業員（日雇従業員を除く）は、
負傷し、または疾病にかかった当該子の世話をするために、または当該子に予防接
種や健康診断を受けさせるために、就業規則第○条に規定する年次有給休暇とは別
に、当該子が１人の場合は１年間につき５日、２人以上の場合は１年間につき10日
を限度として、子の看護休暇を取得することができる。この場合の１年間とは、４
月１日から翌年３月31日までの期間とする。
２　子の看護休暇は、時間単位で始業時刻から連続または終業時刻まで連続して取得
することができる。

３　子の看護休暇を時間単位で取得する場合、１日分の子の看護休暇に相当する時間
数は、次のとおりとする。
　⑴　所定労働時間が６時間30分の従業員：７時間
　⑵　所定労働時間が７時間30分の従業員：８時間


